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↓に、驚きの記録があったので紹介します。

白川村木谷地区の項「白川山中で籠の渡を見ようとして期待をかけて訪れたが、小白川

にもこの木谷にもそのかけらすら見ることが見なかった。明治３６（１９０３）年にスマ

ートな鉄線利用の吊橋が代ってかけられていた。幕末の有名な角力取白真弓の生家である

東屋木谷区長が説明してくれる。この橋の架替を見越して杉の植林をしておいたという。

昔は木谷から対岸の平瀬へ出るのに２里上流の籠の渡まで行かねばならないし、夏は泳

ぎ渡っても出水で瀬の早い時は渡ることは到底出来なかった。秋冬はどうにもならず、女

や幼時などは２年も３年も島の生活同様で、平瀬やその他の地へも行かないものが少くな

かったという（木谷聴書昭和１１（１９３６）年 」『白川村史 全』538頁、昭和４３年発

行

　↑は、帰雲城があったとされる保木脇地区の南が平瀬地区で、この平瀬の対岸が木谷地

区です。明治の中期まで対岸に渡るのに苦労していたなんて、驚きの生活です。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
「昭和１３（１９３８）年、郡上八幡の今広自動車がＴ型フォード５人乗りの自動車に
よって白鳥～平瀬間の定期運行を開始した」

↑でようやく白川村平瀬地区まで自動車の「定期運行」が開始されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　「昭和１４（１９３９）年、百万円道路、牧戸～鳩ヶ谷（３２ｷﾛ）間の延長工事幅員
４．５～５ｍがはじまるが、太平洋戦争のため一時中断」

↑で、白川村平瀬地区まで自動車が走行できていて、平瀬から北のどの辺りまで工事

が進んでいたか不明です。
　「昭和１４（１９３９）年から昭和１５年にかけても豪雪の年であった。１月２９日
保木脇を襲った大雪崩によってＮＫ家・ＯＫ家・ＯＳ家で１６人が圧死した。白山神社
を字セト平１１９番地に移された」『新編 白川村史』より
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　さて、白川村の電気事情や道路事情を明らかにしたく、前置きが長くなりましたがこ

こでようやく↓に、帰雲城研究の人物松古氏の登場です。

「昭和１５（１９４０）年頃、松古氏（３７歳）、帰雲城は史実と話してきた」

↑は、記事から抜粋したもので、白川村の帰雲城の伝承や民話を小さい時から読み聞

きして史実と信じていた一人でした。

　「昭和１５（１９４０）年、木枠（矢板）の軽岡トンネルがセメントのトンネルに改
修された」
　「昭和１５（１９４０）年、戦時体制で燃料不足。ガソリンが配給制になりバスなど
の自動車は代替燃料に薪を燃やして走った。薪燃料は軽岡峠など登坂で出力が衰えると
適且ガソリンを補給したり乗客が後押したりして峠を越えた」
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　「昭和１６（１９４１）年、第二次世界大戦がはじまる」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　「昭和１９（１９４４）年、凶作の予兆といわれる笹の実が飛騨の全山を被う」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　「昭和２０（１９４５）年、第二次世界大戦が終結」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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